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第 10 章 活力ある農村と道民理解 

１ 農業・農村の多面的機能の発揮 

 

（国民全体が享受している多面的機能） 

 農業・農村は、食料の安定供給といった基本的な役割に加え、その生産活動を通じて、洪水や土壌

浸食の防止、水源かん養等の国土保全機能を始め、良好な景観の形成や自然環境の保全、さらには、

教育や休息・休暇の場の提供など多面的な機能を有しています。 

 農業・農村の持つ多面的機能による効果は、農業関係者や農村の住民だけではなく、国民全体が享

受しており、将来にわたって維持・発揮するためにも、地域の共同活動や農業生産活動を継続すると

ともに、農業・農村に対する理解の促進を図っていくことが重要となっています。 

 

（多面的機能支払制度を推進して地域資源の保全管理などを支援） 

 農村地域の過疎化や高齢化、農家と非農家の混住化などの進行に伴う集落機能の低下により、地域

の共同活動によって支えられている多面的機能の発揮に支障が生じつつあります。また、共同活動が

困難になると、農用地や水路、農道等の地域資源の保全管理に対する担い手の負担が増加することが

懸念されます。 

 このような状況に対応するため、国では平成26年度（2014年度）に多面的機能支払制度を創設し、

農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るための地域の共同活動に対し支援を行い、地域資

源の適切な保全管理を進めています。また、これにより、担い手への農地集積の後押しも行っていま

す。 

活動組織における共同活動としては、農地法面の草刈りや水路の泥上げ等の基礎的保全活動に加

え、水路、農道等の施設の軽微な補修や農村環境の保全などの取組が行われており、令和５年度 

（2023年度）に道が実施した施策評価においては、活動組織や実施市町村から地域資源の適切な保全管

理、農業用施設の機能増進、農村環境の保全・向上などで効果があったとの高い評価を得ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 農業・農村の多面的機能の発揮--- 225 

図表10-1-1  多面的機能支払交付金の概要 

資料：北海道農政部作成 

 

（担い手の減少や高齢化などが進む中山間地域） 

 中山間地域は、農業生産活動や森林の保全管理等を通じ国土保全などの多面的機能を有しており、

下流域の生命と財産を守る重要な国民全体の財産となっていますが、平野部と比べて地理的・社会的

条件が不利なことから、担い手の減少や高齢化、過疎化の進行が早く、集落機能や多面的機能の低下

が懸念されています。 

 

（中山間地域等直接支払制度を推進して条件不利地域の農業生産活動などを支援） 

中山間地域等直接支払制度は、中山間地域等における農業生産活動を継続するため、耕作放棄の発

生が懸念される傾斜農用地等を対象に、農業の生産条件に関する不利性を補正するための支援を行う

もので、集落協定等に基づき、５年間以上継続して農業生産活動などを行う農業者等を対象に、平成

12年度（2000年度）から５年間ごとの対策として実施されています。 

令和７年度（2025年度）から始まった第６期対策では、複数の集落協定間での活動の連携（ネット

ワーク化）や統合、多様な組織等の活動への参画により将来に向けて農業生産活動が継続的に行われ

るための体制づくりに対する支援が強化されました。 

 集落では、農業生産活動等を継続するための活動として耕作放棄の防止などの活動、水路・農道等

の管理及び多面的機能を増進する活動として景観作物の作付け、堆きゅう肥の施用が行われており、

これに加えて、体制整備のための前向きな活動としてネットワーク化活動計画の作成、また、地域農

業の維持・発展に資する取組として棚田や超急傾斜農地の保全、集落協定のネットワーク化やスマー

ト農業による作業の省力化・効率化などの取組が行われています。 
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図表10-1-2 中山間地域等直接支払制度における主な共同取組活動 

資料：北海道農政部作成 

 

これらの取組により、耕作放棄の発生防止に向けた活動などが積極的に行われ、生産条件が不利な

地域における生産の維持や多面的機能の確保に大きな効果をあげており、令和６年（2024年）８月に

国が公表した第５期対策の最終評価において、集落マスタープランに基づく活動、農業生産活動等と

して取り組むべき各活動、集落戦略の作成、加算措置に係る取組について、ほぼ全ての協定におい

て、活動の実施、目標達成が見込まれ、全体として見れば活動が適切に行われていると評価されてい

ます。 

 

 

項        目 主  な  取  組 

①集落マスタープランに定めた取り組むべき事項 集落の目指すべき将来像とそれを実現するための活動方策 

②農業生産活動など
として取り組むべ
き事項 

耕作放棄の防止などの活動 賃借権設定・農作業の受委託、農地の法面点検 

水路・農道等の管理 農道の管理、水路の管理 

多面的機能を増進する活動 景観作物の作付け、堆きゅう肥の施用 

③農業生産活動などの体制整備として取り組むべ
き事項 

集落戦略の作成 

④加算措置として取
り組む事項 

棚田地域振興活動加算 棚田の保全・多面的機能の維持発揮・地域の振興 

超急傾斜農地保全管理加算 超急傾斜農地の保全 

ネットワーク化加算 複数の集落協定間のネットワーク化、統合など 

スマート農業加算 スマート農業による作業の省力化・効率化 

集落機能強化加算 
（経過措置） 

高齢者住宅見回り、雪下ろし、新規就農者の確保に向けた
取組 
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２ 農業・農村とのふれあいの場の提供 

 

(1) 都市と農山漁村の共生・対流 

（進む都市と農村の交流） 

 近年、「ものの豊かさ」から「こころの豊かさ」へと、国民の価値観やライフスタイルが多様化し、

都市住民や訪日外国人を中心に、農山漁村の風土に根ざした食や農林漁業体験のほか、美しい景観・

田園空間に身を置くことで感じる清々しさや豊かさなどを求める気運が高まっています。 

 一方で、こうした幅広い要望がある中、農村においては、人口減少や高齢化が進行していることな

どから、地域の活力低下が危惧されています。 

 このため、都市住民や外国人旅行者に対し、食や体験、交流などを通じて農村の魅力にふれる機会

を提供し、農業・農村への理解を深めてもらうとともに、地域の活性化につなげていくことが重要と

なっています。 

 道内では、農林漁業者を含む多様な主体が地域ぐるみで連携して、地域の資源を活かして食・滞

在・体験等を提供する農村ツーリズムの取組が各地で進められているほか、学校教育や社会教育にお

ける体験学習などの場として農村を活用する動きが広がっており、修学旅行などのメニューとして農

業体験を取り入れる学校も増えています。 

 

（定住と地域間交流を促進） 

 国は、農山漁村における定住や二地域居住、都市との地域間交流を促進することにより、農山漁村

の活性化を図るため、平成19年（2007年）５月に農山漁村の活性化のための定住等及び地域間交流の

促進に関する法律を制定し、市町村等が作成した活性化計画の実現に向けて、農産物加工・販売施設

や地域間交流拠点等の整備を支援しています。 

 道内の市町村においても、この活性化計画に基づき都市農山漁村総合交流促進施設や農林漁業・農

山漁村体験施設の整備などの取組が進められています。 

 

（子どもの農山漁村体験を推進） 

 子どもたちが親元を離れ、農村で体験交流活動を行うことは、農村に暮らす人々との交流を始め、

自然・農業体験や農村文化に触れる機会となるばかりではなく、自らを律しつつ、周囲と協調するこ

とを通じて、思いやる心や共感する心を育み、豊かな人間性や社会性等を身に付ける貴重な機会とな

ります。 

 また、受け入れる農村からも、様々な体験を通じ、驚きと感動をもって自然や農業と向き合う子ど

もたちの元気な姿を見て、郷土の良さを再発見し、誇りを呼び起こすとともに、子どもたちとの交流

を契機に地域の再生や活性化につながったなどの効果が報告されています。 

 国は、農林漁業体験や宿泊体験、地域住民との交流を通じて、子どもたちの生きる力を育むととも

に、交流の創出による地域の再生や活性化を目的として、「子どもの農山漁村体験（通称：こども農山

漁村交流プロジェクト）」に取り組んでいます。道内では、９地域で体制が整備され、受入活動が行わ

れており、道においてもこの活動を推進しています。 
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(2) グリーン・ツーリズム 

（多様な主体による地域ぐるみの「農村ツーリズム」を推進） 

これまで、都市住民が農山漁村の自然や文化に触れ、そこに暮らす人々との交流を通じて、農林漁

業・農山漁村への理解を深めるグリーン・ツーリズムは主に農林漁業者の取組として推進されてきま

したが、近年、農業経営体の減少や経営規模の拡大が進み、人手不足が深刻化する一方で、旅行形態

の多様化や農山漁村での多様な体験を求める旅行者が増加してきていることから、道では、より幅広

い視点でグリーン・ツーリズムを捉え直し、農林漁業者を含む地域の多様な主体が地域ぐるみで連携

して、豊かな自然や新鮮でおいしい食、農林漁業や地域の歴史・文化体験などを提供する新たなツー

リズムとして「農村ツーリズム（愛称：農たび・北海道）」を推進しています。 

道内では、農山漁村の農家民宿等に滞在し、農業や農村の暮らしを体験する教育旅行の取組に加え、

農作業体験や農産物加工体験、郷土食の提供、豊かな自

然環境の中でのアウトドア活動や健康・美容体験を組み

合わせるなど、農山漁村が持つ地域資源を有効に活用し

た取組が進められています。  

令和３年度（2021年度）には、関係機関や農泊に取り

組む団体がより一層連携できるように「北海道農泊推進

ネットワーク会議」を設置し、農村ツーリズムの推進に

向けた情報共有や裾野拡大などに取り組んでいます。 

また、道内では35市町村において、農山漁村滞在型余

暇活動のための基盤整備の促進に関する法律に基づく農村滞在型余暇活動に資するための機能の整備

に関する計画（市町村計画）を策定し、グリーン・ツーリズム関連施設の整備を進めています。 

 

図表10-2-2  グリーン・ツーリズム関連施設の推移（北海道） 

  

 

  

    

  

 

   

  

 

      

   

 

 

資料：北海道農政部「グリーン・ツーリズム関連施設調査」 

注：平成12年（2000年）～平成31年（2019年）は１月末、令和２年（2020年）以降は３月末時点。 

 

 

(件) 

図表 10-2-1 「農たび・北海道」ロゴマーク 
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３ 愛食運動の展開 

 

(1) 地産地消の推進 

（愛食運動を道民運動として展開） 

 消費者の食に対する関心が高まり、生産者と消費者の信頼関係の構築や地域に根ざした食文化を継

承・発展させていくことが求められる中、道では、平成９年（1997年）８月、生産者団体、経済団

体、消費者団体等で構成する「北のめぐみ愛食運動道民会議」を設置し、関係者が一体となって地産

地消や食育等を総合的に推進する「愛食運動」

を道民運動として展開しています。                        

 道内における地産地消を一層推進するた 

め、平成16年度（2004年度）から、毎月第 

３土曜日、日曜日を「愛食の日」とし、ロ 

ゴマークを使用した普及啓発活動を展開し 

ています。 

 この「愛食の日」は、地元でとれた農林水産物を選び、家族や仲間等で楽しく味わいながら、地元

食材の良さを再認識し、食の大切さやあり方を見つめ直してもらうことをねらいとしており、道産食

材の購買を促進するため、量販店等の流通関係者と連携して「どんどん食べよう道産ＤＡＹ」のＰＲ

を行っています。 

 また、地産地消や道産食材の普及拡大を図るため、Facebook「どんどん食べよう北海道」を活用し

て北海道の食に関する情報を発信しています。 

このほか、道産食材の利用促進を図るため、道産食材を活用したこだわりの料理を提供する道内の

外食店や宿泊施設を認定する「北のめぐみ愛食レストラン」は、令和８年（2026年）３月末で、298店

舗となっています。 

 

（14年連続で目標とする85％を上回る北海道米の道内食率） 

 道や農業団体、流通団体等で構成する「北海道米食率向上戦略会議」では、道内における北海道米

の消費拡大を図るため、地域のイベントや量販店や小売店、飲食店と連携したプロモーション、販売

促進のほか、幅広い年齢層に向けた食育講座に取り組んでいます。 

こうした取組や、良食味米「ゆめぴりか」の登場などにより、近年、北海道米の道内食率（道内の

米消費量に占める北海道米の割合）は目標とする85％を超える高い水準で推移しており、令和７米穀

年度（令和６年（2024年）11月から令和７年（2025年）10月まで）は、令和５年（2023年）と令和 

６年（2024年）の猛暑の影響やインバウンド需要の増加などにより全国的に米が品薄となる中、本道

では収量、品質ともに比較的良好であったこと、また、関係機関・団体と連携した地産地消の取組等

により、北海道米の道内食率は90％となりました。 

 

  

愛食の日 

ネーミング：どんどん食べよう道産ＤＡＹ 

キャッチフレーズ：おいしいですよ北海道 

日 に ち：毎月第３土曜日、日曜日 

図表 10-3-1 「愛食の日」ロゴマーク 
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図表10-3-2 北海道米の道内食率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：北海道農政部調べ 
注：米穀年度は前年11月から10月まで。 

 

（広がりをみせる道産小麦への転換（麦チェン）） 

 道産小麦の需要拡大には、製粉や加工、小売店や飲食店における道産小麦の活用を促進し、道民が

道産小麦製品を利用する機会を拡大することが重要です。 

このため、道内で加工・消費される小麦を輸入小麦から道産小麦へと転換していく「麦チェン！北

海道」の取組を展開しており、道産小麦を使用した商品を積極的に提供している店舗を認定する麦チ

ェンサポーター店は、令和８年（2026年）３月末で、パン・菓子店を中心に360店舗となっています。 

 

図表10-3-3 麦チェンサポーター店用木版プレート         図表10-3-4 麦チェン！シンボルロゴ 
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～ 若手職員による「お米・牛乳・砂糖」の魅力発信 ～ 

20～30代の農政部若手職員が有志で集まり、「農政部若手職員プロジェクト（以下「若手プロ

ジェクト」という。）」を展開しており、本プロジェクトにおいて、令和７年度（2025年度）は前

年度に引き続き、北海道を代表する３つの白い食べ物（お米・牛乳・砂糖）の地産地消・消費拡

大に向けたＰＲに取り組みました。 

 

●ほっかいどう秋の大収穫祭におけるＰＲの実施（令和７年（2025年）10月４日～５日） 

 都市と農村の交流を目的に開催した「ほっかいどう秋の

大収穫祭」において、若手プロジェクトで作成したオリジ

ナルキャラクター「どさんこ戦隊ホワイトレンジャー」に

よるステージイベントを開催し、北海道の農畜産物に対す

る理解度向上に取り組みました。 

 

 

●サッポロさとらんどにおけるＰＲイベントの開催（令和８年（2026年）２月28日） 

 お米、牛乳、砂糖の認知度向上を目的に、サッポロさとらんどにおいて、子どもや親子連れを

対象としたイベントを実施しました。 

 イベントでは、普段食べている食品にお米、牛乳、砂糖が使われていることがわかるようなク

イズラリーを実施し、景品には道産原料を使用したお菓子や乳飲料をプレゼントするなど、来場

者に道産農畜産物に触れていただく場を提供しました。 

●認定こども園におけるイベントの開催（令和８年（2026年）３月６日） 

 民間企業と連携し、札幌市内の認定こども園においてお米、牛乳、砂糖を使用した給食メニュ

ーを提供したほか、道産農畜産物への理解を深めるため、「どさんこ戦隊ホワイトレンジャー」

によるヒーローショーを実施しました。 

  

  

（右：ステージイベントの様子） 

給食風景 ヒーローショーの様子 
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～ 空知産農産物のブランド化推進（空知） ～ 

空知地域の良質な農畜産物や加工品の販売イベントを通じて「そらち」の知名度と信頼度を高

め、空知産農産物のブランド化を推進することを目的に、空知総合振興局では、平成23年（2011

年）から「そらちフェア」を毎年開催しています。 

令和７年度（2025年度）は、ＪＲ北海道フレッシュキヨスク株式会社と株式会社北一藏重商店

との共催で、ＪＲ札幌駅ステラプレイスセンター１階の「北海道四季マルシェ」において、10月

17～30日の14日間開催しました。 

開催期間中は、空知管内から９市町が出展し、来店された消費者や観光客の皆様に各市町自慢

の新米や農産加工品を販売・試食を通じてＰＲしました。 

特に、そらちフェアの名物企画である『新米すくい』については、高温に伴う品質・収量への

影響や米価に対する消費者の反応などの懸念が残る中での実施となりましたが、出展市町のご尽

力によって必要数量を確保できたこと、前年より枡のサイズを大きくして魅力ある価格設定にし、

お得感を演出できたことから、毎回行列が出来るほどの盛況ぶりとなりました。 

また、空知産農産物を使用したお菓子の試食販売イベント「空知産スイーツ特集」も企画し、

普段地元でしか購入できない珍しい商品を通じて、米だけではない空知産農産物の魅力とおいし

さを消費者にＰＲしました。 

来店者からは「毎年楽しみにしている。これからも続けて欲しい」などといったお声をいただ

くなど、「そらちフェア」はこの時期ならではの名物イベントとして定着していることを実感し

ました。 

消費者が空知を訪れ、空知産農産物を購入するきっかけをつくり、都市と農村、消費者と生産

者の距離を縮め、農業に対する理解醸成につながるよう、空知総合振興局では「そらちフェア」

開催などのＰＲに引き続き取り組んでいきます。 

 

 

 

  

 

そらちフェアの会場 
（北海道四季マルシェ） 

新米すくいの様子 ＰＲコーナー 
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～ 首都圏で農産物・食のＰＲ 

「北海道のひだり上るもいフェア」（留萌）～ 

留萌地域は、多種多様な農畜産物を生産しているものの、統一ブランドが無く、地域と農産物、

双方の知名度が低いことが課題となっていました。 

そこで振興局では、振興局独自事業を活用して令和７年（2025年）９月６日、７日の２日間に

渡り、埼玉県さいたま市大宮の「まるまるひがしにほん」において「北海道のひだり上るもいフ

ェア」を管内８市町村、ＪＡるもい、関係事業者と共に開催しました。 

農産物に留まらず水産物や加工品も含めた「るもいの食の

魅力」を試食・試供品・販売品として取りそろえ、留萌管内

の食や自然などに魅力を感じる首都圏住民へ向けＰＲし、各

種ＥＣでの販路拡大や関係人口の増加に結びつけるという狙

いで取り組んだ結果、1万8,000人以上の方に来場いただき、

アンケートでは、98％以上の方から「満足」「非常に満足」

という高評価をいただきました。 

振興局では、令和８年度（2026年度）も市町村や農業協同

組合と連携して、留萌産農産物のＰＲや販路拡大に取り組ん

でいきます。 

  

フェア開催状況 
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770 769 

544 525 

714 
769 

927 

653 
617 

376 
440 

545 

650 

760 

398 394 

176 185 
233 

280 275 

H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 （年）

学校が主体の取組

市町村主体の取組

団体・ボランティアが主体の取組

(2) 食育の推進 

（地域における多様な食育を継続的に推進） 

 本道では、北海道食の安全・安心条例に規定した食育を具体的に進める計画として全国に先駆けて

策定した北海道食育推進計画などに基づき、道内各地で様々な主体による食育活動が広がりを見せて

おり、学校や市町村、団体・ボランティアが主体の取組件数は、令和６年度（2024年度）で1,962件と

なりました。一方で、道民の食生活における野菜の摂取不足、地域の食育の担い手の減少やコロナ禍

により中断した対面型・体験型の食育活動の回復に向けた団体・ボランティア等の担い手の確保や関

係者の連携強化、農林漁業者や食品加工事業者等多くの人々が支える食のサプライチェーン

についての消費者理解の促進などが課題となっています。 

 こうした課題に加え、食料の安定供給のリスクの増大や食品価格の高騰、消費者の環境意識の高ま

りといった情勢変化のほか、北海道食の安全・安心委員会や道民の意見を踏まえ、令和６年（2024

年）３月に「子ども及び子育て世代の食育の推進」と「道民との連携とネットワークによる推進体制

の強化」を重点事項とする第５次北海道食育推進計画（どさんこ食育推進プラン）を策定し、食育に

取り組む人材の育成・活用や食に関わる関係者のネットワークの強化、食育を推進する基盤づくりの

促進に向けた取組が進められています。 

 

図表10-3-5  道内の市町村、団体等の食育の取組件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：北海道農政部調べ 

 

  

 

（件） 
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事例発表会の様子 学校給食の試食の様子 

～ 食育×学校給食 事例発表会の開催 ～ 

道では、各地域において食育活動を行う団体等の連携や食に関する道民の関心と理解をより一

層深めるため、食育関係者及び一般消費者を対象に、令和７年（2025年）９月にサッポロさとら

んどにおいて、北海道教育庁と連携して食育に関する事例発表会を開催するとともに令和６年度

（2024年度）北海道学校給食コンクールで受賞した献立の試食を実施しました。 

 

【事例発表会】 

 北海道教育庁では、学校における食育を推進するため、各地域の様々な地場産物を活用した特

色のある献立を全道に広め、学校給食の充実を図るとともに、調理技術、衛生管理の研鑽に資す

ることを目的として北海道学校給食コンクールを実施しています。 

令和６年度（2024年度）北海道学校給食コンクールで最優秀賞を受賞した新十津川町学校給食

センターによる事例発表会では、新十津川町立新十津川小学校の栄養教諭及び新十津川町学校給

食センターの調理員の方から、地場産品を活用した学校給食に関する食育の取組について紹介が

ありました。 

 

【北海道学校給食コンクール受賞献立の試食】 

新十津川町の学校給食（ナストマライス、白菜サラダ、ネットメロン及び牛乳）の試食をしま

した。 

 

 開催後のアンケートでは、「地場産物をたくさん使用して、給食を作られているのがすばらし

いと思った」、「おいしい野菜を作ってくれる農家さんに感謝したい」との感想があったほか、

「産地や生産者を意識して農林水産物・食品を選びたい」と思う方が開催前と比較して増加した

結果となりました。 

今後も食育活動の推進のため、関係団体等と連携しながら、食育事例発表会を開催していきま

す。 
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 ～ 管内の高校への出前授業を実施（檜山） ～ 

檜山振興局では、農業の担い手確保・育成対策として、農業を選択科目に設定している檜山北

高校と連携し、２学年を対象に出前授業を実施しています。 

この取組は、地域農業の魅力発信を目的に平成27年度（2015年度）から続けており、令和７年

度（2025年度）は管内の農業協同組合、農協青年部と農協女性部の協力をいただき３部構成で実

施しました。10月は農協青年部役員から「農業と夢とお金」をテーマに、自身の経験談を交えつ

つ、生徒の興味を引く内容で講演をいただきました。11月は、農業協同組合の玄米集出荷調整施

設と馬鈴薯選別場の見学を農業協同組合職員の案内により実施し、12月は農協女性部から指導を

受けて、地域の特産物「馬鈴しょ」の説明と馬鈴しょを使用した料理実習を行い、「塩煮」「いも

ピザ」「いももち」をつくり、生徒とともに実食しました。 

参加した生徒からは、講演について「農業経営のことだけでなく将来の夢やお金への感覚につ

いても話が聞けて、幅広い視点で将来を考えるきっかけになった」との声があったほか、農協女

性部からは､「子どもたちにふるさとの味を知ってもらえて良かった。食育を通じて地元に愛着

をもってほしい」との話がありました。 

振興局では、これからも農業者や農業関係者と協力し生徒に響く取組を行い、地域農業の担い

手確保に努めていきます。 

  

  

10 月 農協青年部による講演 12 月 農協女性部との調理実習 
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(3) 食品ロスの削減  

（道民運動として食品ロスの削減を推進） 

食品ロスの削減は、「食育に対する理解促進」、「温室効果ガス排出抑制に基づくＳＤＧｓの達

成」や「我が国の食料安全保障」にもつながる重要な取組となっており、食品ロスの削減に向けた取

組を進めるに当たっては、様々な道民等が一体となった理解と行動が重要です。 

このため、道では、食品ロスの削減に向けて、食べ物に感謝を込めて、「おいしく残さず食べきろ

う」をスローガンに、家庭や外食での食べ残しを減らすための啓発など食品ロスの削減に向けた「ど

さんこ愛食食べきり運動」を企業や団体、市町村、大学等と連携しながら展開するとともに、事業者

に取組を促すことを目的として、食品ロスの削減に取り組む道内の飲食店や宿泊施設、食品小売店等

の食品関連事業者を協力店として登録する「どさんこ食べきり協力店制度」などにより道民運動とし

て食品ロス削減の取組を推進しました。 

また、道では、令和８年(2026年)３月に消費者の環境意識の変化、国の基本的な方針や道の食品ロ

ス削減推進条例の理念を踏まえ、広く道民の方々へ食品ロス削減へ行動する際の指針とする「第２次

北海道食品ロス削減推進計画」を策定し、食品ロス削減に向けた効果的な施策を推進していくことと

しています。 

 

図表10-3-6  全国の食品ロス発生量 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省、環境省 

 

図表10-3-7  北海道の食品ロス発生量 

 

 

 

 

 

資料：北海道農政部調べ  
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  ～ ほっかいどう食品ロス削減シンポジウムの開催 ～ 

道では、北海道食品ロス削減推進計画に基づき、あらゆる世代に向けて食品ロスの削減に取り

組むきっかけとするため、食品ロス削減を楽しみながら学ぶシンポジウムと残った食材をリメイ

クする親子料理教室を開催しました。 

 

【シンポジウム】 

南極料理人の西村淳氏と株式会社ブレナイ社の日原康貴氏をゲストに、南極体験を交えながら、

日々の生活の中で出てしまう食品ロスをどうしたら減らすことができるかをテーマにお話いただ

き、「食べることは生きること」であり、食事を楽しみにしている隊員のため、料理が残ったら

どのようにリメイクするか考えていたことや、必要なものだけを買うようにするため、空腹の状

態で買い物に行かないことなど、考え方やポイントの紹介がありました。 

【親子料理教室】 

 キーマカレーのリメイク料理をグループ別に計４種類作ったほか、牛乳を使ったミルクデザー

ト作りや超簡単ハンバーグとホエースープの試食を通じて、残った食材をリメイクするアイディ

アを学びました。 

 参加者に対して行ったアンケートでは、「食品ロスに関する理解が深まった」との回答があっ

たほか、「頑張りすぎずに楽しく、出来る範囲の取組でよいのだと教えていただいた」「色々な

リメイク料理を知れて楽しかった」などの感想があり、実りの多いシンポジウムとなりました。 
 

シンポジウムの様子 親子料理教室の様子 
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４ 農業・農村への道民理解 

 

（農業・農村に対する幅広い理解を促進） 

平成10年（1998年）に道内の農業団体や経済団体、消費者団体等により設置された「農業・農村ふ

れあいネットワーク」では、道民の農業・農村に対する幅広い理解を促進するため、ラジオ放送によ

る情報発信や、小・中・高校生向けの動画を作成してインターネットで公開するなど、様々なＰＲ活

動を行っています。 

道では、農業・農村への理解促進や、地域の活性化を図る取組の一環として、消費者等との交流活

動に意欲的な農業者を「ふれあいファーム」として登録しており、全道各地域で431（令和８年（2026

年）３月末時点）のふれあいファームが、農業・農村の魅力を感じてもらう交流の拠点として、創意

と工夫をこらした様々な活動に取り組んでいます。 

また、都市と農村、道民と農業者の架け橋として、農業者の活躍を始めとする農業・農村に関する

様々な動きを伝える情報誌「confa（コンファ）」を発行し、市町村窓口や道の駅、北海道どさんこプ

ラザなどへ備え置くとともに、道のホームページや公式ＳＮＳ（Instagram、note）で配信していま

す。 

 

図表 10-4-1  振興局別ふれあいファームの件数   図表 10-4-2 北海道農業・農村情報誌 confa(コンファ) 

                          (単位：件) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北海道農政部調べ（令和８年（2026）年３月末現在） 

 

このほか、令和６年度（2024年度）から、日本の食を支えている北海道農業・農村が果たす役割や

魅力を、道内外の消費者や都市住民に幅広く発信し、本道農業・農村に対する理解を深めてもらうた

め、道内の農業系高校生を対象とした「北海道農業ＰＲ動画コンテスト」を実施しています。 

令和７年度（2025年度）のコンテストでは、入賞作を制作した学生を10月に開催した「ほっかいど

う秋の大収穫祭」において表彰するとともに、入賞作を公開して本道農業・農村の魅力や役割を発信

するなど、広く農業・農村に関する情報を伝え、理解を深めてもらうための取組を行っています。 

  

69
34

9
49

126
37

13
6

36
5
2

32
6
7

石狩
渡島
檜山
後志
空知
上川
留萌
宗谷

オホーツク
胆振
日高
十勝
釧路
根室

農にまつわる情報を発信中！ 

confa 公式アカウント 
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北海道農業ＰＲ動画コンテストの表彰式 

 

図表 10-4-3 令和７年度北海道農業ＰＲ動画コンテスト 入賞作品 

 作品名 高校名 

最優秀賞 “ いただきます ” の裏側って…？ 酪農学園大学附属とわの森三愛高等学校 

優 秀 賞 
農村の魅力を発信！ 

～自然と共存した持続可能な有機農業～ 
北海道真狩高等学校 

優 秀 賞 雪・水資源がもたらす恵み 北海道岩見沢農業高等学校 

佳  作 私たちが支える・つなげる北海道農業 北海道余市紅志高等学校 

佳  作 大野農業高校６次産業の実践 北海道大野農業高等学校 

佳  作 ”道外から来た私たちが見た”北海道農業 北海道静内農業高等学校 

佳  作 人手が足りない!! 北海道静内農業高等学校 

         
令和７年度北海道農業ＰＲ動画コンテスト入賞作品紹介ページ 
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イベントの概要は道ホームページをご覧ください。 

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/sas/233713.html 

～ 「ほっかいどう秋の大収穫祭」を初めて開催 ～ 

道では、北海道の「食」と「農」を多くの皆様に食べて・知って・体験していただく機会とし

て、令和７年（2025年）10月３日から５日までの３日間、赤れんが庁舎前庭（赤れんがガーデン）

及び札幌市北３条広場（アカプラ）において「ほっかいどう秋の大収穫祭」を初めて開催しまし

た。 

全道14振興局から農業者を始め市町村や農林水産関係団体

など計48団体が出展したブースには、連日たくさんの人が訪

れ、旬の野菜やフルーツなどの対面販売、フライドポテトや

チーズなどの道産グルメの提供、お米すくいや野菜の詰め放

題、牛の模型を使った搾乳体験、どさんこの乗馬体験など、

各地の「食」と「農」に触れ合い、楽しむ姿が見られました。 

 

また、赤れんが庁舎前の特設ステージでは、人気アニメ「百姓貴族」とコラボした農業クイズ

や漫画「十勝ひとりぼっち農園」の作者・横山裕二さんによるスペシャルトーク、未来を担う農

業高校生たちの座談会など、子どもから大人まで幅広い世代が楽しめる催しを行いました。その

ほか、広い会場内を周遊するスタンプラリー、会場周辺の飲食店73店舗において、イベントのＰ

Ｒと併せて道産食材を使用したメニューを提供するなど、多くの方々に北海道の食と農業の魅力

を感じてもらえるよう取組を展開しました。 

開催期間中は好天に恵まれたこともあり、来場者数は３日間で約５万3,000人に達し、「高温続

きで作物には厳しい年ですが、頑張ってください」「いつも美味しい農産物をありがとうござい

ます」「道産の食材を食べて応援したいと感じました」といった農業者への応援メッセージも多

く寄せられました。来場者アンケートでは、９割の方が「北海道農業への理解が深まった」と回

答しており、本イベントを通じて、農業・農村に関心を深めてもらうことができました。 

今後も、消費者と農業者との距離を縮め、多くの方から本道農業・農村に対する理解と共感が

得られるよう、食と農業の魅力の効果的な発信に取り組んでいきます。 

 

  

「ほっかいどう秋の大収穫祭」のポスター 

農産物の対面販売・飲食提供 アニメとコラボしたステージイベント 

 

どさんこ乗馬・ふれあい体験 
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 ～ ＳＮＳによる農業情報の発信の取組（上川） ～ 

〇 農務課公式Instagram「かみかわの農業（kamikawa_nougyou）」による農業情報の発信 

上川総合振興局では、消費者の農業に対する理解醸成を推進する

ため、令和６年（2024年）12月に上川管内の農業情報を発信する農

務課公式Instagram「かみかわの農業（kamikawa_nougyou）」を開

設し、令和７年度（2025年度）より本格的に運用を開始しました。 

 農務課各係と上川農業改良普及センターで色分けし、形式を統一

することで一体感のある投稿を行っています。運用開始からの投稿

数は68本となっており、イベント開催時にはリール投稿によりリア

ルタイムの情報発信を行いました。 

 

○ かみかわファームスクールバスツアーの開催 

 農業理解醸成のため、小学生とその両親を対象とした「かみかわ

ファームスクールバスツアー」を開催しました。上富良野町の多田

農園では醸造用ぶどう・りんごの収穫や有機農業のクイズ、美瑛町

のファームズ千代田では牛の種類別の食べ比べや、普段見ることが

できない種雄牛や人工授精所、アニマルウェルフェアに配慮した乳

牛の育成についての説明があり、子どもだけではなく大人も楽しめ

るイベントとなりました。 

 

投稿内容の一例 

バスツアーの様子 
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